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＜コロナ禍の中の学校行事＞ 

体育祭～コロナに負けるな！盛附の団結力Ⅱ～ 

考査明けの6月21日、22日の2日間体育祭が行われま

した。今年度も初日は運動公園でリレーや借り物競争など

トラックを中心に、午後からは体育館でボールゲームを中

心に熱戦が繰り広げられました。一番盛り上がったのはサ

ッカー場でのクラス対抗綱引き、3年4組の圧勝でした。天

候にも恵まれ、充実の2日間となりました。 

男子 【総合】①3－3 ②2－3 ③2－2 
【サッカー】①3－3 ②2－4・5 ③2－2、2－3 
【バレーボール】①2－3A ②1－3 ③2－1、3－3B 
【バスケットボール】①3－3A ②2－1 ③2－2、3－3C 
【バドミントン】①3－2 ②3－1 ③2－3、3－3A 
【卓球】①2－2 ②2－3 ③1－3A、1－3B 
女子 【総合】①1－4 ②3－4 ③3－2 
【バレーボール】①3－4 ②2－5 ③3－2、2－4 
【バスケットボール】①1－4 ②3－2 ③2－1、1－1 
【バドミントン】①3－4B ②2－2 ③2－4、1－4 
【卓球】①1－4 ②2－2 ③3－2、2－4C 
【 】 3－3 
 

遠足～7 月5 日（月）～無事決行 

 昨年度はコロナ禍のため見送った遠足も 2 年ぶりに行う

ことが出来ました。本来であれば 5 月の連休明けの予定で

したが、時期を先伸ばしての実施となりました。 
1 年生は陸前高田市で震災遺構を中心に語り部の方々の

お話を伺い、釜石市では鵜住居復興スタジアムを見学。  
2年生は宮古市、山田町を中心に三陸ジオパークの説明を

含む防災学習そして鯨と海の科学館を見学。 
3年生は小雨の中、葛巻高原で新エネルギー開発の講話・

見学そして昼にはバーベキューで盛り上がりました。 
特にも修学旅行が中止となったので、良い思い出作りとな

ったようです。皆さん、お疲れ様でした。 

 
 
 
 
 
 

 

＜6／8 全校礼拝より＞ 
新約聖書 ヨハネによる福音書13 章34－35 節 



＜部活動を振り返って②＞ 
 前回に引き続いての企画ですが、今回はまだまだ引退し

ない部の主将からのメッセージです。夏の高校野球大会も

始まりました。柔道部は個人戦でインターハイに臨みます。

陸上部は駅伝、サッカーも選手権を控えています。 
質問内容は以下の通りです。 

 

＜今月お勧めの一冊＞
「君たちは『同和』という言葉を知っているか？」 
これは高校1年生の4月下旬頃のLHRでの担任からの

問い掛けであった。担任というのは京都大学を卒業して、

我々の高校入学とともに転任してきた20代後半の日本史が

専門のＮ先生であった。生徒会誌『学園』の巻頭言に高校

時代に人の話をちゃんと聴かなかったという話を書いたが、

Ｎ先生からの、同和問題やその類の話は不思議とよく覚え

ている。その当時の我々にとって、それは初めて聞く言葉。

その他にも、『部落差別』や『穢多・非人』など、かなり刺

激的な言葉や単語が繰り返された。日本でも差別問題が存

在すること、特に西日本ではいまだに多いこと、白土三平

の『カムイ伝』という漫画に差別の歴史が描かれているこ

と、在日朝鮮人が関東大震災時に虐殺されたこと、等。 

担任ながら授業を持っていなかったＮ先生は、LHRの度

に話をして聞かせた。中学3年生の時に『橋のない川』と

いう映画を観ていた私は、あれが実は同和問題だったのだ

と知り、高1の夏休みに住井すゑの『橋のない川 第１部』

（実は７部まである大作）を買って読み、読書感想文を書

いた。明治時代後期の奈良県のある被差別部落が舞台で部

落差別の理不尽さ並びに陰湿さが書かれている。 
また、我々が通っていた高校には“学級読書会”という行事

があった。これは1週間か2週間くらいかけて予め学級で

選んだ課題図書を読み、LHRで感想などを話し合うという

行事で、その年は島崎藤村の『破戒』を読んだ。同級生の

中には面倒くさいと言って読まない輩も結構いたが、私は

最初こそ嫌々ながら、でも途中からは引き込まれるように

読んだことを覚えている。この作品は、「明治後期、部落出

身の教員瀬川丑松が父親から身分を隠せと堅く戒められて

いたにもかかわらず、同じ宿命を持つ解放運動家、猪子蓮

太郎の壮烈な死に心を動かされ、ついに父の戒めを破って

しまう。その結果偽善にみちた社会は丑松を追放し、彼は

テキサスを目指して旅立っていく。」という、今風に言うと

非常に重たい小説であった。担任からの強制ではなかった

が、この作品を選んだのはもしかしたらＮ先生への忖度だ

ったのかもしれない。「蓮華寺では下宿を兼ねた」という書

き出しを今でも覚えている。 
今までは比較的新しい本を紹介してきましたが、今回は

私が高校時代に読んで、とても考えさせられた本を紹介し

ました。まさに温故知新ですね。 
 


